
（２）山村における青年会との交流と学習
－青年会・高校生・都市部大学生の協働による新たなムラづくりの挑戦－

平成28-29年度新潟県大学生の力を活かした集落活性化事業の支援を受けて実施しました



新潟県阿賀町室谷地区の概要

•人口：115人、 世帯数：29世帯、 高齢化率：35.6％

•集落の紹介：御神楽岳入口に位置する室谷地区。周りを山々に
囲まれ、町内でもトップクラスの豪雪地帯で、集落内の紫光山洞
雲寺は、この地の教育の源であったと伝えられています。

•室谷地区に暮らす住民の絆は強く、季節ごとの行事等、地区全
体で協力し合いながら集落の発展と活性化に努力しています。



集落の課題

•過疎化高齢化によって集落活動が減退している状況にあ
る。そのため、山村地域ならではの自然・文化的資源を十
分に管理・活用することができておらず、特に次世代の人
材育成・継承といった点で大きな懸念材料を抱えている。

•一方で若手構成員を中心にした青年会活動が今も存続し
ており、近年新たな地区行事を企画・実施するなど集落活
性化に向けた努力を続けている。



活性化に向けた集落からの要望

•外との交流により、青年会活動の活性化を基軸にしながら、地

区全体の活性化を図りたい。

•地域の日常の暮らしの中にある魅力（ひと・もの・こと）を基盤と

しながら、外部の若者や青年会など地域の若者が中心となった

集落活動を促進させたい。



研究の目的

青年会などの若手世代層が基軸に、集落の地域資源の有
効活用を図りながら、

①交流活動（交流産業）

②担い手育成活動

の２活動を相乗的に促進する方策や仕組みについて提案し、
活性化の取組みとして集落へ実装する。

交流

担い手育成

集落活性
化活動へ
の実装



研究方法とプロセス

地域若者
ネットワーク
形成

ふるさとキャ
ンプ（交流活
動）の実施

課題抽出と
地域ニーズ
の再確認

集落検討会
の実施

実施戦略・
仕組みの構
築

•青年会・高校生・大学生協働による地域学習・実践プログラム
「室谷ふるさとづくりキャンプ」（若者交流活動）試行を実施。人材
育成と学習交流産業の双方が推進される方策を考案。

•地元住民ニーズの確認･検討を再度実施。 地域ニーズとして、
①外部交流、②地域若者担い手育成（直接的には青年会活動の
担い手形成）の２点に絞り込み、当地域の自然･文化・人的資源
を活用しながら相乗的に実施効果を高めていく戦略について具
体的検討を行った。



実践研究１
高校･青年会･大学生による「ふるさとキャンプ活動」の実施

•室谷青年会、地元高校生、大
学生の協同による地域資源
学習・実践プログラム「室谷ふ
るさとづくりキャンプ」を試行
実施。

•地域資源を用いて地域内外
の若者が取組むことができる
食産品・体験プログラム等に
ついて検討。

•都市部（豊島区生涯学習施
設）でのPR活動と情報交換



実践研究内容２
「交流」・「担い手育成」を相乗的に実現するための地域資源の再調査
と活用検討

•室谷青年会、地域集落の高
齢者の皆さんへのヒアリング
と意見交換

•源流資源（川・山・食・各種風
習・伝統）に地域の若者がア
クセスし、「交流」と「担い手育
成」が相乗的実現を図るため
の教育カリキュラム、組織制
度、プログラム構築を実施



成果

①交流プログラム

・里山プログラム

・渓流プログラム

・食プログラム

・伝統・文化・行事プログラ
ム

・室谷体験おたのしみ企画

②担い手育成プログラム

・青年会に地域外部の若者
ファン層の参画を促進する「準
会員」導入等の制度改正実現

・地元高校における「地域学」
カリキュラムとの連動の仕組
みづくりの進展

集落活性化の方策・仕組み構築に寄与するためのプログラムを構想

2018年度より
これら要素を組み込んだ青年会・集落活動の計画立案が実現



川キャンプ、雪キャンプ、産品開発プロジェクトの事業化



新聞での報道

• 写真・図挿入予定

新潟日報新聞記事から



今後の展望
•当研究によって開発した交流プログラムと担い手育成プロ
グラムの継続的実施を行うことで、

青年会－集落－地域教育機関（高校）－大学

の継続的かつ効果的連携活動を若者の「地域回帰」の主
流化をすすめ、集落活性化を実現する。

•都市部との
連携や発信

•集落の知恵
と技術

•地元若者の
地域学の学
び

•交流と活動
の推進

青年
会

地元
高校

大学
集落・
住民

若者の「地域回帰」の主流化
と

集落活性化の実現



（３）都市部における交流学習と発信活動によるまちづくり

区生涯学習講座「コミュニティ大学」
から生まれたエリアガイドボランティ
ア「としま案内人」と、大学生・留学生
との学びとまちづくり



駒込・巣鴨さらに隣接
の雑司が谷へも展開



ふりかえりの学習・
交流会の様子

•写真・図挿入予定



•写真・図挿入予定



（４）地域寺院を居場所としたコミュニティづくり活
動「しゅりる」活動

•寺院の日常的営み（お掃除と
勤行）と、体験イベントを通じ
たふれあいと居場所づくりの
取組





地方地域の寺院
でも実施





４．社会教育と成人教育の視点からの考察

（１）地域の日常の多様な領域に生起するボトムアップ型の学び
がもたらす可能性

（２）実学的視点からの方法原理・方法論研究、学習者特性への
着目と配慮

１）社会教育の方法原理からの示唆

①自発学習の原理

②自己学習の原理

③相互学習の原理

④生活即応の原理

⑤地域性の原理



２）多様な学習と研究の方法

■学習方法

①個人学習

②集合学習（集会学習・集団学習）

③少人数ディスカッション法

④SL（Service Learning)

⑤PBL(Project Based Learning)

⑥CBL(Community Based Learning)

など、「段階的自立法」の原理に沿ったプロセス重視の発展的学習

■研究方法

①AR : Action Research 小規模社会実践と還元を伴う調査

②PAR : Participatory Action Research 研究者・住民等の関係者が

相互に主体的に参加し、社会的試行を重ねながら行う協働的実践と
成果還元を企図した調査。



３）成人学習者の特性（ノールズの指摘から）

①成人は学習において自己主導性（自己決定性）を志向する存在

②成人の蓄積した経験は、学習の貴重な資源

③成人の学習動機は社会的役割や社会的発達課題から生じる

④成人学習では生活していく力やすぐ役立つ知識や技能が求め
られる。



４）高齢者学習ニーズ（マクラスキーの指摘から）

①対処的ニーズ

（高齢期生活に役立つ知識や技術）

②表現的ニーズ

（活動それ自体に見出される喜び）

③貢献的ニーズ

（他者や地域のために活動し、周囲から認められたい）

④影響的ニーズ

（生活する環境に影響を与えたい）

⑤超越的ニーズ

（生理機能低下、社会的役割減少という中で、精神的に伸び続けたい）

⑥回顧的ニーズと人生のレヴュー

（高齢期ならではの発達課題）※ローウィ―



（３）隣接する行動科学との連携

・コミュニティ心理学、文化人類学・民俗学、社会学、福
祉学など
（※私見では、日本での場合、臨床系を志向する仏教学も関連するのでは）

・実践へのより一層の志向と地域社会づくりへ

「社会教育士」概念の登場



文科省 中教審資料より



５．多様な領域との連携を促進するアセスメントと
ネットワークの重要性

地域の無理解・無関心（に見える）問題、地域（既存利害関係者）から
の抵抗と反動を乗り越えるために

（１）参加型教育アセスメントの実践

参加型地域教育アセスメント研究会による学習成果の可視化の試み

（２）参加型教育ネットワークの構築

社会教育実習支援ネットワーク、日本社会教育士会・関連支援組織
設立準備会による学習のための連携・協働づくりの試み

（３）「地域回帰」志向の形成過程とその教育的要因の類型的・数値的
解明に関する研究（科学研究費助成事業 （若手B）学術研究助成基金
H29－31）



参加型教育アセスメントの視点と方法
ロジックモデルを用いた学習プロセスの可視化とカリキュラム設計の手順

背景･端緒
資源

（インプット１）

活動

（インプット２）
アウトプット

アウトカム

（短期－中期－長期）

地域資源カード
地域資源マップ
既存諸資料
等

ヒアリング
既存諸資料
等

これまでの活動
現在の活動
これからの活動
等

直接的効果
自己認識
他者認識
等

成果
ニーズ
目指すもの 等

2-1）
変数特定

2-2）
変数特定

2-3）
変数特定

2-4）
変数特定

1-1）要素特定 1-2）要素特定 1-3）要素特定 1-4）要素特定 1-5）要素特定

新たな

背景･端緒

未利用資源

（インプット１）

新たな活動

（インプット２）

新たな

アウトプット

アウトカム

（短期－中期－長期）

学
習
現
状
把
握

（リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
・事
後
学
習
）

学
習
計
画
策
定

（カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
設
計
・事
前
学
習
）

基礎資料・データ
確認

参加・取材

（共通体験と合意
形成）

ワークショップ①

（ロジックモデルに
よるアセスメント）

アンケート調査

ワークショップ②

（ロジックモデルに
よる計画策定）

試行実践・検証

アセスメント要素特定

２．ロジックモデルを用いたアセスメントワークショップ①・② ※アセスメント前提となる「仮説」（因果関係の予想）を皆で考えるワークショップ

１．参加型教育アセスメントの全体プロセス

質的
量的

質的
量的

質的
量的

質的
定性的

■ワークショップ・ヒアリング手順原則（例）
開かれた質問：1-1~5）要素特定
→閉じた質問：2-1~4）変数特定

■ロジックシート記載凡例（例）
黒字：実施事項
赤字：必要事項
青字：計画事項 等

■既存手法の順応的活用（例）
地元学（参加型調査による可視化）
アンケート調査
試行実践・アクションリサーチ



ロジックモデルの諸要素

東北大学 高橋満教授講演資料より



地域住民と参加型アセスメントワークショップ
（岡山県矢掛町江良地区）

30



得られたデータの取りまとめて、有効なアセスメント要素特定及
び計測方法を考案し、次の活動づくりへといかしていく

31

ワークショップによるディスカッションを通じて、自らの活動成果を
言語化し可視化してくプロセスを重視



高校生と参加型アセスメントワークショップ
（岡山県立矢掛高校）



公民館・NPO関係者と参加型アセスメントワーク
ショップ



ワークショップ成果をロジックモデルにより可視化
多様な主体が成果を認識し、次の展開へと巻き込む道筋を検討
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ネットワーク構築の試み 社会教育実習支援ネットワークの創設

https://sites.google.com/view/shazissyunet




社会教育士会・関連支援組織設立へ向けた動き
全国の社会教育・生涯学習研究者・活動家が結集しつつある



おわりに．コミュニティづくりの学習拠点創造に向けて

•相互作用による学びと支えあいによる実践に向けた援助

•多世代にわたる学びの拠り所となる場と営みの推進

（単なる「サービス」提供とは異なる機能と役割）

・地域の自然・文化・伝統に根ざした中に学びをいかに見出すか。

・日々の暮らしの中で、地域に根ざしながら、交流し、学び、相談
しあい、学んだ成果を実践することができるコミュニティの場をい
かにして創り出すか。


